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大阪樟蔭女子大学研究紀要第 12 巻（2022）

はじめに
実習・実技を中心に据える大学健康・体育科目にと

って、令和2（2020）年度の授業運営は、大変困難を伴
うものとなった。

大学の学士課程（教養課程）における体育関連科目
の意義づけは、従来からその存在意義について問われ
ており議論されてきたが、今回、よりその意味について
再考する必要性と、実際にどのように授業運営していく
のかという実際的レベルまで、検討しなくてはならない
ことが、目の前に山積するという状態になった。

健康・体育系科目は、健康理論の学習と健康的な生
活の実践、生涯スポーツへの基礎固めなどの狭義の授
業目的をもつものであるが、その他にも、人間関係の構
築と深化、ソーシャルスキルの習得、自己管理力やメン
タルタフネスなど意志的な側面の涵養などに寄与すべき
との役割も担っているとされている。

令和 2年度からは、キャンパスで学友とともに「体
育」するというあたりまえのことが、当たり前ではない
状況が長期化し、ニューノーマルへとシフトしていかな
ければならなくなっている。

本報告はコロナ禍に見舞われた2020年に、大学授業
の変化によって、学生はどのような影響を受けたのか、
「体育」という限定的な面からではあるが、授業目標へ
の到達度は十分なレベルであったのか、授業の質に対
する学生の評価はどうであったのかなどについて、アン
ケートデータにより把握しようとするものである。

「運動と健康」の概要とR2年度実施状況
カリキュラム上の位置づけ
「運動と健康Ａ・Ｂ」は、学士課程基幹教育科目の主
題別科目（②心と体の健康を考える）の中に位置付けら
れており、一般の講義科目（A）とは異なり、「（D）：講
義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の
併用」で行われる。大学体育・健康科目は普通、実習
中心で行われることが多いが、本学は講義・演習をも含
む複合形式で行っており、理論学習と実習を関連付け
ながら展開していくという授業のイメージになる。免許
資格取得等の要因に絡んで運用上、1年次配当となって
いるが、その縛りがない場合には学士課程教育の理念
に基づき、在学中はいつでも履修可能である。

一方で、本学の場合「運動と健康」は『教免法施行
規則』が定める「教免法施行規則に定める科目及び単
位数」として「体育」（2単位）に相当する科目とされ
ており、教員免許取得を目指す学生にとっては資格必修
となっている。さらに、化粧ファッション学科美容コー
スのように履修を強く推奨しているところもある。

「運動と健康」の概要
シラバス記載の「運動と健康Ａ・Ｂ」共通の到達目

標や概要を以下に示した。授業の到達目標は具体的に
３つ（①～③）あり、例年、期末に実施している「授業
アンケート」では、それらをさらに細分化した評価観点

（20項目）で、学生は目標到達度の自己評価を行うなど
している。ただ、この授業アンケートもR2 （2020）年
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度は、春期授業が全面遠隔授業となったため、いつも
通りは実施できず、秋学期Ｂでのみ行うことができた。

また、表１は 2020 年度授業開始時点（4月）で公表
されていた「運動と健康Ａ」の授業計画の概略である。
表２は4月時点で公表されていた「運動と健康Ｂ」の計

画に、対面授業で実際に行ったスポーツ種目（テニス、
バドミントン）を入れ込んだものである。
表１、２のとおり、本授業は実習・演習・講義混合形

式で進められる。健康・体力というテーマのもと、心理
検査を用いた健康状態の把握、体データの測定と歩数
計などを使った活動量モニタリング、体力テストによる
自身の体力レベルの把握、有酸素運動とトレーニングの
理論を実践的に理解するために運動強度測定実習など
が行われる。

並行して学期の間、生涯スポーツ実践の基礎固めの
ために、2～3種類のスポーツに取り組むことになって
いる。さらに、体データや活動量のモニタリングをこれ
らスポーツ実習の際、毎回行うなど、実習と理論の関連
づけを行っている。

R2（2020）年度「運動と健康」の実施状況
コロナの感染拡大を受けて、運動と健康Ａは、初回

から全期間遠隔授業となり、大学への入構も厳しく制限
された。問題は受講者の大半が 1年生であり、入学後
一度も登校することができず、遠隔授業の準備が不十
分な状態で授業がスタートしてしまったことである。授
業のスタートは、5月の連休明けではあったが、学生側
も教員側も準備不足であったことは否めない。

他大学では、体育・健康科目を半年間不開講とした
ところもあるようだが、多くは、本学のように全面遠隔
授業で、理論学習や自身での運動実施の後、課題レポ
ートを提出させるというオンデマンド型の授業が多かっ
たようである（白川，2020）。

【授業の到達目標】
「健康」の達成のために運動・身体活動の重要性を理解す

るとともに、健康理論に基づく適切かつ効果的な運動・ス
ポーツ実践を日常生活行動として習慣化していくための基
礎を学ぶ。より具体的な目標として次の３点をあげる。
①�運動・身体活動のレパートリーを増やし、深める必要性
を理解し実行することができるようになる（スポーツな
どの基本技術やルールの習得）。

②�健康レベルを高めるのに適した、安全で合理的な運動
の仕方を理解し実践できる。

③�健康・からだ・体力等に関する基準データの意味や適
正値を理解して、自身の健康・からだデータの動向をモ
ニタリングすることを習慣化し、健康を促進する行動が
とれるようになる。

【授業の概要】
授業は講義と実習からなるが、Ａの講義ではまず、健康・

体力の捉え方、現代社会における健康阻害の問題など基礎
的なところを学習し、実習では①体力レベルの維持、②健
康的な生活への動機づけの促進、③「生涯スポーツ」実践
のための基礎的技能の習得をねらいとして、いくつかの運
動・スポーツ種目を実習する。

Ｂの講義では、運動の生理的メカニズムと目的に合った
運動プログラムの作り方、加齢に伴う体力変化、運動の習
慣化・生活化などについて理解を深める。実習では、引き
続きいくつかの運動・スポーツ種目を実習する。

表１　2020年度「運動と健康Ａ」（春）の授業計画	 表２　2020年度「運動と健康Ｂ」（秋）の授業計画
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表３は、春学期「運動と健康Ａ」の当初の計画（表1）
に代わり、遠隔授業を行ったその内容について示したも
のである。全 13クラス、同一内容で行っている。

秋期になって、登校制限が緩和され、また、本授業
形態が “Ｄ ”であったこともあり、「運動と健康Ｂ」は
オンキャンパス対面で行うことを許可された。

感染対策に細心の注意を払いながら、情勢次第では
遠隔授業への逆戻りを心配しながらの授業であったが、
全 15回を無事対面授業で行うことができた。

感染症対策としては、授業・実習場所にアルコール
消毒液を配置し手指消毒の徹底を心がけ、使用用具・
器具などもアルコール消毒できるよう消毒液や拭き取り
ペーパーを準備した。マスク着用の徹底とともに、でき
るかぎり実習環境を屋外であるとか、ソーシャルディス
タンスの取れるネット型対人スポーツ種目を選ぶなどし
て、感染対策に努めた。

データ収集と分析方法
本研究は、コロナ下において予定されていた対面授

業による授業計画が遠隔授業に代わってしまったこと
で、受講学生の「運動と健康」授業についての印象や
イメージ、学習の進み具合と成果にどのような影響があ
ったのかを探るとともに、長期化するコロナ問題を見越
して、これからの体育・健康科目授業をどのように展開
していくべきかを考えるものである。

「授業アンケート」の実施状況
数年来、各期授業の最後に「授業アンケート」を行

って、受講者の目標到達度評価や授業に対する満足度・
質評価などについてのデータを収集してきているが、
R2（2020）年度春学期は「授業アンケート」を実施す
ることができなかった。

代わりに、前期授業の最終回に、最終の課題レポー
トに加え、前期授業の振り返りを行ってもらい、授業に
ついてのコメント（自由記述）を提出させた。なお、自
由記述についてのテキスト分析などは今回割愛する。

秋学期「運動と健康Ｂ」については、当初の授業計
画を対面で全面実施することができ（表２）、「授業アン
ケート」も例年どおり期末に実施することができた。

調査内容：「授業アンケート」のアウトライン
授業アンケートは、受講理由（17項目）、目標到達度

評価（20項目）、授業に対する印象・満足度（5項目）、
遠隔授業と対面授業を経験しての授業方法に関する意
見などを 5件法で評定する部分と、授業内容、方法や
進め方について自由にコメントする自由記述部分からな
っている。授業を終えて、自己の目標到達度を評価した
データは、学修成果、受講者による授業の質評価や満
足度を間接的に反映するものと考えている。これまで
は、目標到達度評価は授業の一環と位置づけており記
名で行ってきたが、今回は無記名とした。

表３　「運動と健康A」遠隔授業実施内容（第1～13回）
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調査対象および調査手続き
検討するデータはR2 （2020）年度に開講された「運

動と健康Ｂ」の受講者によるものである。
調査は最終15回目の授業時（2021年 1月）に無記名

で行われた。授業は概ね学科ごとに13コマ開講されて
いるため、所属学部・学科などの情報は特定可能であ
る。今回、学芸学部 113 名、児童教育学部 118 名、健
康栄養学部 76名、計 307 名のデータを分析する。

分析の視点
「運動と健康」は、春学期全期間、遠隔で進められた
後、対面授業が再開され、秋学期には当初の授業計画
のとおり、全期間、ほぼ完全な形での対面実施という経
過をたどった。そのような授業運営における突発的で厳
しい制約が学生の取り組み姿勢や達成に何か影響がな
かったのか検討したいわけであるが、縦断的データを収
集できていなかった。そこで、過年度データ（佐橋他，
2018）と比較するなどして、授業に生じた様々な変更・
変化、トラブルの影響を推察していくこととする。中で
も、目標到達度評価は、授業への取り組み姿勢や学修

の成果がよく反映される指標のため、特に注目していき
たい。

さらに、遠隔と対面授業の両方を経験した後での授
業方法に関するアンケートは、今後の授業運営につい
て、実際的観点からの示唆が期待できると考えている。

結果の概要
１．受講理由

様々な観点から受講の理由を文章化した17項目に対
し5段階（5：非常によくあてはまる～1：全くあてはま
らない）での評定を求めた。この回答データに因子分析
を行って、いくつかの下位要素にまとめた上で、基本統
計量を算出した結果を表４に示した。解釈のしやすさを
重視して４つの下位要素を抽出した。
受講の理由として、強く同意が示された項目は「Ⅰ：

実際的効果期待」要素に属するものが多いことが分か
った。「7．運動やスポーツは楽しいから」（3.69）は 17
項目中最も得点が高く、続いて「14．気分転換になると
思ったから」（3.63）、「4．運動不足になりがちな大学生
活の中で、運動・スポーツの機会が得られると思ったか

表４　受講理由についての因子分析（主因子法、プロマックス回転）の結果と基本統計量
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ら」（3.57）などである。
一方、「実際的効果期待」の中でも、「3.シラバス（授

業内容）を見て、受講したいと思ったから」（3.04）な
どは、相対的に見て、受講の理由としては重視されてい
ないようであった。また、同要素の中の「8．生涯スポ
ーツの考え方と基本スキルが学べると思ったから」（2.90）
なども重要度は低く見積もられていた。

注目されるのは「Ⅱ．健康理論習得」側面の認識度
の低さである。項目11（3.05）、12（2.85）、9（2.99）の
得点はかなり低く、授業で学ぶ内容として、学生はほと
んど期待をしていないことが明らかになった。過年度デ
ータ〔（2017 年度（Ａ・Ｂ）（佐橋他 ,2018）〕でもこの
授業内容に対する期待度は低いことが示されており、
2020 年度においても、体力テストをしたり、体データ
を測ったりしながら、健康・体力理論を学ぶという授業
内容についての興味・関心度は低いという傾向が再確
認されたといえる。

概して、学生にとっての体育授業は、スポーツや運動
を気軽に、友人と一緒にワイワイと楽しむ時間、気分転
換や発散ができる息抜きの時間、といったようにステレ
オタイプ的に捉えられており、授業目標の一つにも挙げ
られている “学習的な側面 ”が意識されることはほとん
どないのが実情である。　
「Ⅳ：必修拘束」については、下位要素の中で最も独
立的であるといえ（因子間相関が低い）、この観点を分
析視点とすることで、目標到達度評価や授業評価の違
いについて検討できる可能性が見えてくる。

２．授業方法についての意見
表５には、「運動と健康」をどのように進めてほしい

か、遠隔授業だとしたらどうしてほしいかを聞いた結果
を集計したものである。

最も強い要望としては「2．この授業はこれまでどお
り、オンキャンパス・実習中心でやっていくべきだと感
じる」（3.93）であった。また「1．オール遠隔だった
（A）では、大学の施設で運動したりスポーツをできな
くて不満だと感じた」（3.44）という意見も強かった。
「受講理由」のところでも明らかになったように、学

生は体育授業に、運動・スポーツをグループで気軽に
楽しく、大学施設を活用して行う、という意義を見い出
しており、その点が満たされなかった遠隔授業への不満
が強く表明されていた。

一方、部分的にではあるが「運動と健康」を遠隔授
業で行うことの意味を見い出してもいる。「3．遠隔授業
では、健康づくりの理論を落ち着いて学ぶことができて
よかった」（3.25）と理論学習を遠隔で行ったことを比
較的肯定的に評価している。
このように、学生は新しい授業スタイルへの示唆も提

供してくれている。すなわち、実技・スポーツ実習をオ
ンキャンパスで行い、理論的な学習はゆっくりとオンデ
マンド型で行うという「ハイブリッド型」の提案である

（「5．講義（座学）部分は遠隔授業、実習部分はオンキ
ャンパス実習の組み合わせがベストと感じた」（3.55））。
ハイブリッド型授業を巡っては、他の授業との関連で、
オンキャンパス、オフキャンパスという物理的な切り替
えが難しいことが指摘されているが、それについての懸
念は示されていなかった（項目 6）。
「体育」授業において遠隔授業がメインの実施方法と

なった場合、学生たちはどのような遠隔授業のスタイル
を望んでいるのか、集計結果を見てみる。まず、第一に
双方向、リアルタイム授業のニーズである。「7．遠隔授
業の場合、manabaを中心としたオンデマンド型のツー
ルだけでは不十分だ」（2.87）、「9．遠隔授業の場合、双
方向のツール（Zoom、Teamsなど）の活用が必要だ」

表５　授業方法に関するアンケート結果（通年対Bのみ）
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（2.19）などの意見は強くはなく、むしろ双方向、リアル
タイム授業への負担回避傾向を感じさせる結果であっ
た。

３．目標到達度評価
表６は授業の到達目標（①～③）をさらに細分化して

作成した20項目の評価基準に基づいて、各自に到達度
評価をさせた結果である。因子分析（主因子法、プロ
マックス回転）により20 項目をいくつかの要素にまと
めた上で要素ごと、項目ごとに傾向を見ていく。
また、比較データとして 2017 年度データ「運動と健

康Ｂ」を併載した（佐橋他 ,2018）。
まず、注目したいところは、３つの要素間で到達度評

価に顕著な違いが見られることである。2020 データで
も 2017 データでも、要素平均得点はⅢ→Ⅰ→Ⅱの順に
なっており、Ⅰ・ⅢとⅡの間の差が大きくなっている。
要素ごとに項目内容を見ていくと、「Ⅲ：スポーツスキ
ルの習得と良いイメージ形成」には「1．いくつかの運
動・スポーツ種目を楽しんでできるくらいに上達した」

（4.03）、「2．ルールやゲームの進め方などについて理解
した」（3.98）、「5．運動・スポーツのよさを実感できた」
（3.97）、「4．爽快感を感じることができた」（3.92）など

の項目がある。これらは、対面授業の中でスポーツや運
動をメインの活動として、集中的に取り組んできた結果
が端的に反映されたものと評価できる。

次に評価の高い「Ⅰ：健康理論の理解と実践的知識
の活用」では、「16．運動を習慣化することの大切さを
学んだ」（4.04）や「20．自身の日常生活全般を自律的
に管理していくことの大切さを学んだ」（4.00）などで、
4点を超える高評価がつけられている。
一方、「Ⅱ．動機づけ向上と自己管理力の獲得」は、

到達度評価の低い2項目〔「6．クラブやサークルに入っ
たりして、もっと運動やスポーツを楽しみたいという動
機づけが高まった」（2.79）、「7．ジムにいったり、ジョ
ギング、ストレッチなどの運動を積極的にしようと思う
ようになった」（3.00）〕を始めとして、学生にとって、
短期に成長や変化を実感しにくいところであるのだろ
う。健康的な生活に向けた動機づけの喚起や行動変容
など、日常生活への波及効果を目標として期待しても、
これらのことは、それほど短期間のうちに、そして容易
に成し遂げられるものではないことは明らかである。要
素間で認められる評価点の差異は、長期的に見ていか
なければならない観点と、成果や結果が短期的に表れ
るものの違いといったらよいであろうか。

表６　目標到達度評価に関する因子分析の結果と基本統計量
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過年度データとの比較では、項目 6と 3を除き、18
項目で 2020 年度データの方が上回っていた。そして要
素Ⅰにおいてその差は顕著であった。これをどう解釈す
るかであるが、一つに、全面遠隔授業を経て、大変な
期待と熱意をもって対面授業に取り組んだ結果、例年よ
りは過大に学習成果を認知したということだろうか。あ
まり満足のいかなかった遠隔授業を経て、対面授業に期
待するものが大きければ、対面授業で取り組んだ内容
に焦点が当たるのは当然かもしれない。

最も授業の成果が数字になって表れたのは、「Ⅰ：健
康理論の理解と実践的知識の活用」であった。要素全
体として 3.84／3.60 のように大きな開きがあり、「15：
ウォーキングなど有酸素運動の理論が理解できた」など
の項目では、0.4 ポイントもの開きがあった。また「20.
生活全般を自律的に管理していくことの大切さを学ん
だ」（Δ 0.27）なども、差が大きい項目であった。コロ
ナによる行動制限や遠隔授業が長期化し、運動不足が
常態化する中で、週 1回の対面授業で運動やスポーツ
をするその体験の評価は一層高まったと思われる。

４．授業に対する総合評価
表７は、授業に対する印象や質の評価に関する結果

である。“楽しかった ”“有意義だった ”などシンプルな
ワンワードの質問である。このようなシンプルな問いに
は現実がよく反映されるものである。驚くべきことに 4
項目がすべて 4点超えの高得点であった。

総合評価項目の得点が総じて高いのは 2017データに
おいても見られる現象であるが、2020年度は、目標到達
度評価と同様に、どの項目においても2017データを上回
るものであった。「4．有意義であった」の差（Δ0.19）
は最も大きく、この観点での授業評価が過年度に比べ
高かったのは、対面授業Ｂの質、進め方が良かったこと
への評価と思うと、喜ばしいことである。

まとめ
R2 （2020）年度の学士体育科目「運動と健康」は、

コロナの影響を受けて、半期全面遠隔授業となり、実
技・実習を中心とする体育授業の意味やあり方を問いつ
つ、教育成果を促進し質保証の条件を満たす授業内容
や方法について苦心を重ねる日々であった。秋学期にな
り対面授業が一部再開されると、遠隔授業が依然多く
を占める状況の中で、学生たちは対面「体育」授業に
「画面越しにではなく、人と一緒にスポーツや運動をキ
ャンパスで楽しみたい」という強い期待を寄せているこ
とがわかった。「授業アンケート」によると、“体育は対
面で行ってこそ体育だ”という考えを多くの学生が共有
していることが明らかになった。　
「体育」授業の遠隔なんてナンセンスと思われている

中で、遠隔授業の全面否定ではなく、遠隔授業をめぐる
建設的な意見も見られた。健康・体力に関する理論学
習などは、遠隔で好きな時間に落ち着いて取り組む方が
よいとか、ルールやゲームの進め方などについては、動
画やWeb資料を活用し自習しておけば効率がよくなる
と回答している。イメージ学習や準備学習、調べ学習を
前もって遠隔で行うことによって、スポーツ実習場面で
のスキルアップに相乗効果がもたらされる。学生はこの
ような「ハイブリッド式」体育授業の可能性を認めてい
る。これからの授業改善のための貴重なヒントである。

一方、「運動と健康」授業のもう一つの柱である健康・
体力理論などの学習とその応用についてである。ややも
すると学生は人とワイワイ、気軽にスポーツを楽しむこ
とを期待して、理論学習は等閑にされがちである。遠隔
授業を機に、体データを測り自身の健康を気遣うこと、
健康的で合理的な運動の仕方を学び、実践することへ
の導きの方法を再検討する機会を得た。

また、遠隔授業の間、学生たちの対人関係欲求や発
散欲求は高まっており、対面授業という場をいかに待ち
望んでいたかがアンケートから伝わってきた。目標到達
度評価、授業の総合評価など、いつになく跳びぬけて
高評価であった。対面授業を貴重な機会ととらえ、高い
意欲と熱心さをもって授業に取り組んだ結果が、このよ
うな高評価に繋がったと考えられる。
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